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１．はじめに
　鳥取環境大学（以下環境大学）は設立10年を迎えて私
立大学から公立大学にかわり、その後３年が経過しまし
た。また筆者にとって最後の年になりました。そこで教
育の基本方針ひとつでもあり、本学の売りである、「プ
ロジェクト研究」（以下プロ研）を、この機会に担当教
員の立場から総括したいと思いました。本報告をしたい

と思ったきっかけは2006年２月に筆者の担当プロ研で、
頑張ってくれた学生と１年ぶりに会ったことです。彼は
当時３年生の終盤で、就職活動と卒業研究に多忙な学生
でした。昔をふり返り、つい、聞きたくなって、「何故、
筆者のプロ研であんなに頑張っていたの？その理由を教
えてよ」と質問しましたら、「メールで書いて送ります
から」と言われて別れました。何日か経って届いたメー
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ルには、プロ研に対する彼の思いが書いてありました。
環境大学の売りの一つである「プロ研のあるべき姿」が
どうなっているか？またどうあるべきかの意見を述べて
ありました。本稿は、これをきっかけに環境大学の売り
のプロジェクト研究について今後の一つのスタイルの参
考にして頂くために書いたものです。
　プロジェクト研究の基本中の基本は、プロ研は学生の
ためのものであって、教員のためのものではない。だか
ら、「教員の研究の手伝いをさせる。または早めに教員
に配属して下働きをさせるなんて言うのはもってのほか
である。」と言う先生もいます。それは正解ですが、学
生がそのような研究を求め、自分も第一線で活動したい
と望めばそれはそれで良いかもしれません。学生のした
いことがたまたまある教師のテーマと同じだったと言う
ことなのですから、一概に否定は出来ません。学生が望
めばそれはまた別の話になると思います。
　ただ、教員の研究の手伝いをさせるために、早期に研
究室に配属するのはどうかと思います。まずは、学生の
能力全体のレベルアップを図り、他の研究室をいろいろ
体験してから、学生がこれと決めた研究室に配属される
ような流れが良いと思います。それから卒業研究に向か
わせる方が、教員が同じ努力を費やすのでも、卒業研究
のレベルアップに役立つのではないでしょうか。大学院
の情報システム領域の講義の中に training と言う科目
があるのはそのためです。十分な基礎知識をつけてから、
卒業研究に臨み、力を付けて卒業させる。そのための準

備がプロ研のすべてであると思っています。
　なおプロ研については、本学大筆教授（当時）による
鳥取環境大学のプロジェクト研究1）があるのでこれを一
部引用し、図１に示します。

２．学生からのメール
　前述の学生で、当時環境政策学科３年生から受け取っ
たメールは、次のようなものでした。図２に示します。

プロ研４
３年　××××（2008.２）

　プロ研４は鷲見先生のもとで『菜の花プロジェク
ト』の研究をしました。単純に菜の花プロジェクト
を研究するのではなく、自分の興味のある分野とつ
なげて研究するという課題が出されました。つまり
正式には『○○と菜の花プロジェクト』というテー
マになります。僕は環境部の活動でもしている『環
境教育』とつなげて研究しました。
　鷲見先生のプロ研は僕が今まで履修してきたプロ
研とはまったく異なるものでした。僕は今まで３人
の教員のもとでプロ研をしてきましたが、（文中略）
いろいろな理由があるでしょうが、僕自身が入学前
から期待していたものを得られることはできません
でした。
　これまでプロ研をしてきた経験から判断して、鷲
見先生のプロ研は『研究する』ということに重点を
おいていました。第１回目のプロ研で『研究すると
は何か？』について話をしていただき、学生には今
後の大学生活で研究を経験してもらうことが重要で
あるからと、プロ研もそれに準じながら進められて
いきました。
　鷲見先生は自分が調べてきたデータをそれだけに
終わらせず、発表用に加工しなければならないと教
えてくれました。従来のプロ研では自らが調べた
データを特に編集するわけでもなく集めただけに終
わっていました。発表用に加工するとはパワーポイ
ント資料（以下 PPT）にまとめることです。そう
することで発表することを想定しながら作らなけれ
ばならないので、ただ集めてデータを書き写すこと
ができなくなります。発表しやすく分かりやすくす
るためには、ある程度の加工は必須です。さらに僕
達が書いた文章をみて間違った日本語の使い方や正
しい用法や発表前後での挨拶などを指導してくれま
した。
　このプロ研４は本来この大学が売りにしているプ
ロ研の在り様のすべてがあったと考えています。膨
大な情報から自分が必要なものだけを、選択・議論・

　プロ研は、１～２年次に半期ごと４回、各教員の
与えるテーマについて、学生がグループ活動で調査・
研究活動を行い、研究結果をまとめ上げ、期末に発
表するという形態の科目である。
　プロ研は、グループ活動を通じて、広義の「人間力」
を身につけさせるのが狙いである。（もちろん崇高な
研究成果を求めるのものではない。）「人間力」とは、
「コミュニケーション能力」、「問題解決能力」、「リー
ダーシップ」、「表現能力」、「問題解決能力」、「問題
発見能力」、「実行力」など、社会人として活躍する
のに必要な総合能力、いわば人間の「器」のことで
ある。
　３～４年次もプロ研といっているが、各教員の研
究室に配属され主に個人的なテーマについて研究活
動を行う、いわゆる卒業研究に位置づけられる。情
報システム学科は、１～２年次のこのプロ研と明確
に区別するために、特別研究と命名している。

図１　大筆教授（当時）のプロ研解説
Fig. 1　Prof’s Ofude’s explanation of Puro-ken
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調査し、それらを成果として発表するためにさらに
選択・加工する。自分のしたことを成果として発表
すること、そして結果を出すことの大切さ・重要さ
を学ぶことができました。
　鷲見先生は僕達が発表用にまとめた PPT に関し
て発表方法や文章などには指摘・指導しましたが、
調べてきたデータそのものには一切の文句や苦言を
言われたことはありませんでした。この事がプロ研
４を意欲的に学習し、途中から来なくなる学生がい
なかった理由の一つではないでしょうか。
　もう一つは鷲見先生が学生に対して熱意を持って
指導していたことが理由だと考えています。具体的
に熱意を文章で述べるのは難しいですが、プロ研４
では確かに僕はそれを感じることができました。唯
一困ることが一つあります、熱心なあまり時間を忘
れてしまい、終了時間が大幅に延びてしまうことです。
　入学以来さまざまなプロ研を体験したり話を聞い
たりしてきて「大学が目指しているプロ研」はほと
んど存在していないと現時点で考えています。本来
は、学生が一つのテーマをもとに複数のグループで
調査・議論を深めて発表する、グループ行動におけ
る一人一人の役割を自覚し、個々の能力の向上を目
的としていたはずです。
　今現在、本学のプロ研でこれに沿って、あるいは
近しいプロ研をしているところが幾つあるでしょう
か？プロ研の在り方について再び大学および教授会
で議論して欲しいです。そのときは鷲見先生の方法
を参考にしてほしいです。

図２　学生からのメール
Fig. 2　Mail from one Student

　以上のようなメールが帰ってきました。今までは、自
分が特段の変わったことをやっているという意識は無
かったので、自分のプロ研を受講した他の学生がどのよ
うに感じているか興味が湧いてきました。そこで、プロ
研、シラバスを再度見直しました。図３に示します。

授業の概要・目標
〈テーマ〉
環境に配慮した資源循環型社会構築をめざして

〈目　標〉
�上記テーマに対する研究活動を通して、実社会で求
められる以下の基礎的な能力を身につける。
�情報収集・分析・企画力・実行力・問題発掘・解決策
の模索・プレゼン能力・コミュニケーション能力

〈授業計画〉
�現在、環境に配慮した資源循環型社会の実現に向け

て、自己完結型モデルの構築が望まれています。自
己完結できる資源循環型社会システムとはどのよう
なものでしょうか。地元産業の活性化や BDF 化事
業等を有機的に組み合わせることにより、実際に一
つのモデルを構築した NPO 法人の取組みを参考に
して取り上げて、資源循環型社会のあり方や実現可
能性について考えてみましょう。

１回目：�テーマに対する打ち合わせ
２回目～６回目：サブテーマに分かれて、調査発表
７回目：中間まとめ作業
８回目：中間発表
９回目：最終発表に向けての取り組みについて
10回目～13回目：サブテーマに分かれて、調査発表
14回目：最終まとめ作業
15回目：発表

〈評価方法〉
�各回の調査内容の積み重ねと中間ならびに最終発表
内容による

〈教科書・参考書〉
ネット検索等

〈その他注意事項〉
グループワークと個人作業をよく理解しましょう。

図３　2007年前期の筆者担当プロ研１のシラバス
Fig. 3　Author’s P1 Project at first term of 2007

　プロ研３も同テーマです。チーム編成については、開
学当初２年間くらいは、１・２年生を別々に行っていま
したが、その後、１年生には２年生のレベルがお手本と
なること、また、２年生には１年生に比べて、この１年
間でどの程度進歩したかが分かるためのひとつの目安に
なるからと考えて、１・２年生合同で行うことにして現
在に至っています。

３．鳥取環境大学のプロ研
　鳥取環境大学では、プロ研に対する教員間のバラツキ
をなくすために、教員の役割が決まっています。それは
一言でいうと、「教育者」ではなくて「アドバイザ」となっ
て助言することといえます。この科目は教育をするので
はなく、学生が研究するための準備科目で、その進め方
をマスターさせるための科目です。開学当時に配布され
たプロ研についての資料を次の図４に掲載します。

アドバイザの先生方へのお願い
プロジェクト研究小委員会　2001.5.30

［１］アドバイザの先生にやっていただきたいこと
１．グループの学生の状況をみていただく。休みが
つづく学生発見→学生へメール、あるいは、チュー
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ターの先生へ連絡など。
議論が進まない→議論が進むような方法の示唆を。
�ホームページ（以下 HP）作成の技術的な問題→学生
同士で相談しても解決しなければ、情報システム学
科の先生へ聞きに行くように指示を。
質問→できるだけ調べ方とか、解決を自分（達）で
できるようにヒントを。
なかなかとけ込めない学生　→　できるだけ加われ
るように適切な助言を。　　　

２．学生が自立して学習するようになることをでき
るだけ意図して育てていただく。
�　たとえば、議論しているそばで、頷いて聞いてい
るのもいい。あまり変だとかと思われたら、それで
いいの？くらいの注意は出すのはもちろん OK。先
生の考えを押しつけたり、中味を先生の考えで作っ
てしまうというようなことをさけていただければ、
それでいい。

３．クライアントへの対応の必要が生じたときは対
応窓口につないでいただく。

４．学生がクライアントに連絡するときの電話など
は申し訳ないが先生のところの電話を使わせてもら
えるとありがたい。他の解決策があればこの項は削除。

［２］　アドバイザの先生に求めてはいないこと
１．HP 作成の質問に答えること。
２．�コンテンツについても学生がクライアントから

聞いてきたことで作るのが原則で、先生がその
中味を指導すること

３．クライアントとの対応

［３］対応窓口
１．�クライアントとの下相談とか、トラブルなどの

対応は窓口を決めて対応したい。

図４　2001年前期に配布された資料
Fig. 4　Documents distributed at the first term of 2001

４．筆者担当のプロ研
４－１　プロ研の進め方
　プロ研の進め方は、特段、他の先生と違うとは思って
いません。シラバスに書いてあることをやっているだけ
で、研究テーマは、同じ年度のこともあれば、違うこと
もあります。基本は１・２年生が取り組めるレベルのテー
マに設定しています。どの先生のプロ研に入るかの組分

けについて、学生は、学期が始まる前に教員から出され
たテーマを、第一希望から第五希望まで書いて事務局に
提出し、そこで振り分けられます。2009年前期の筆者の
シラバスの一部を図５に載せます。

〈テーマ〉
「環境の時代は情報の時代　情報の時代は環境の時代」
　両者を融合する環境と情報からの新アプローチの
プロ研です。まず新エネルギーと従来型エネルギー
を比較し、新エネルギーはどのようなものがあり、
それは環境にやさしいか？情報の時代といわれてい
る現時点で検討してみましょう。

〈テーマ例〉
１．従来型エネルギー　２．新エネルギー　３．過
去に検討されたエネルギー　４．エネルギー環境問
題　５．エネルギーと車社会　６．……

〈目　　標〉
　上記テーマに対する研究活動を通して、実社会で
求められる以下の基礎的な能力を身につける。
・情報収集　・分析 
・問題発掘　・解決策の模索　・企画力
・実行力　 ・コミュニケーション能力
・プレゼンテーション能力　　

図５　2009年前期シラバスの一部
Fig. 5　A part of Syllabus of the first term of 2009

　筆者のプロ研の進め方は、図５のシラバスに示すものに
従って行っている訳ですが、以下図６に、過去に受講して
くれた学生から見たプロ研の進め方の体験メールです。

鷲見先生へ
� ３年　××××（2008.２）
　鷲見先生のプロ研を思い出し、とりあえず覚えて
いることを書き出してみました。
鷲見先生のプロ研では、とにかく
・書くこと
・発表すること
・質問すること
・感想を述べること
を学生に実行させます。
　発表で話す内容は全て PPT に書き出します。基
本的に毎回発表します。用意できてない場合はしな
くても良いですが、他者の発表を聞くときは、常に
疑問をもって聞かせます。そして、必ず１度は質問
させ、他者の発表に対する感想を書かせます。
　鷲見先生のプロ研では、学生の自主性を大事にし
ていたように思います。先生が居られないことも何
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度かあったので、学生が自分でプロ研を進める必要
があります。
　プロ研とは……言いたいことを文章にまとめ、発
表する力を養う場だと思います。少しでも参考にし
ていただければと思います。

図６　学生からの体験メール
Fig. 6　Mail from one student （2）

４－２　プロ研に対するスタンス
　プロ研の進め方に対するスタンスとして、以下の３つ
があります。
⑴　プロ研は研究のスタート点
　高校までに、「研究」について具体的なことを体験し、
学んできた学生は良いのですが、大学に入って、まだ高
校４年生をしている学生がいるように思います。それは
講義でも何でも「学ぶとは、先生から教えてもらうこと」
との認識に凝り固まっている学生のことです。プロ研は、
そういった学生のために、学生自身が主体的に取り組む
スタイルを理解して、卒業論文へのスタート点にするこ
とです。
⑵　卒業研究のスタート点
　自らテーマを決定して、自分のやりたいスタイルで卒
業研究につながるものが、このプロ研です。そのために
は、日々のプロ研では、日々の研究（のまねごと）で体
験した内容を、毎週のプロ研の時間に発表して、教員が
アドバイザとしてコメントして、学生の研究に関しての
アドバイスをする必要があります。その中で、学生が大
学３年次からの本格的な研究にスムーズに入っていくた
めの力を培います。
⑶　学生への指導方針
　筆者のプロ研では、以下の１～６を心がけています。
１．�学生は発表して、研究の進行状況をみてもらい、コ

メントをアドバイザからもらう。
２．�発表は PPT を使用して、プレゼンテーション形式

で行い、PPT の作成練習も行う。
３．�１年生は、初めは PPT もまだ習ってない。３回目

までは、手書きで発表内容を書く。４週目くらいか
ら、文字だけの PPT を作成させる。文字だけの
PPT の基本は情報処理演習のテキストにあるので、
指導すればすぐにできるようになる。

４．�通常、毎週か隔週で発表させる。第15週目は最終発
表。第14週目は発表に向けてのリハーサル。発表に
向けて、８枚つづりの要約作成をする。研究内容を
Ａ４、８枚にまとめ、Ａ１のパネルに貼って、プロ
研発表当日に発表会場前に展示を行う。

５．また日々の出席も重視する。

６．�このプロ研は、学生のためのトレーニングの場所で
あるが、筆者の課す普段の発表等をいやがる学生が
いる。このような学生に対するスタンスとして、基
本は学生の主体性に任すが、最後の発表とその直前
のリハーサル発表は必ずやらせる。

４－３　過去の研究テーマ一覧
　図７に筆者が設定したプロ研のテーマを示す。筆者が
行ったプロジェクト研究は以下図７のように、多分野に
渡っているが、基本的には、１・２年生が研究のテーマ
として簡単に取り組めるように選定したつもりである。

2001年後期
・鳥取県における蛍光灯のリサイクル
　１：鳥取県の蛍光灯リサイクルの現状
　２：蛍光灯について（歴史・原理）
　３：蛍光灯について（リサイクル・問題点）
・鷲見的風力発電システムの検討
　１：鷲見的風力発電（製作班）
　２：風車での電気の活用
　３：風力発電資料データ
2002年前期……HP 作成
　１：神社グループ⑴：白兎神社・河原城グループ
　２：神社グループ⑵：宇部神社グループ
　３：某会社グループ（あおやサイエンス） 
2002年後期
　１：HP 作成（末恒郵便局の HP 作成）
　２：FrontPage の機能のマスター
　３：風力発電、無線 LAN、特許の取得の仕方�
　４：風力発電と環境とエネルギー
2003年度前期
　１：波力発電と環境とエネルギー
　２：本を作ろう
2003年度後期
　１：ラジコン・マイコンの研究
　２：HP の作成
2004年度前期 : 風力発電と環境とエネルギー
　１：「風力・波力発電と環境エネルギー」
　２：「環境アセスメント」
　３：「認知症防止に役立つ環境活動」２年生班
　４：「認知症防止に役立つ環境活動」１年生班
2004年後期
　１：風力・波力発電と環境とエネルギー 
　２：風力発電の環境アセスメント実施
　３：ボケ防止に役立つ環境問題（環境活動）
2005年前期
　１：�風力・波力発電と環境とエネルギーとアセス

メント 
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　２：�認知症（ボケ）防止に役立つ環境問題（環境
活動）

　３：�海底ヘドロを固化させて、地域特性に応じた
商品化の研究

2005年後期
・�環境に配慮した資源循環型社会構築をめざして自

己完結型モデルの構築
2006年前期
　１：燃料電池で走るミニチュアカーの研究 
　２：畳での生活環境とそのリサイクル研究
2006年後期
・シミュレーションから何を学ぶか
2007年前期
・�環境に配慮した資源循環型社会構築をめざして自

己完結型モデルの構築
2007年後期
・�鳥取の環境について BDF 回収システム構築に向

けて……公開システム検討と HP 作成
2008年前期
・�「環境の時代は情報の時代　情報の時代は環境の

時代」
2008年後期
・人間系⑶：人とストレス
2009年前期
・�大学で脱落しないためには（高校までの数学を実

例に検証）
2009年後期
・情報システム学科（情報社会系）
2010年前期
・お年寄りにやさしい乗り物を考える
2010年後期
・環境に役立つプログラミングとは
2011年前期
・お年寄りにやさしい乗り物を考える
2011年後期
・CO2排出権取引について考えてみよう ‼
2012年前期
・環境と人との関わりを考える

図７　プロ研テーマ一覧
Fig. 7　Lists of Puro-ken

５．希望通りのプロ研に入れなかった学生への取り組み
５－１　プロ研における取り組み
　プロジェクト配属で、第５希望までのプロ研に入れず、
筆者のプロ研に来た事例がありました。ここではその成
り行きを示します。図８はプロ研で、学生が最初の頃に

発表した PPT の一コマです。
　このスライドを見て、筆者はびっくりしました。最近
は、第一希望で筆者のプロ研に来る学生が少なくなって
いましたが、まさか、第１希望から第５希望まで全ては
ずれてしまったグループであるとは思ってもいませんで
した。2009年度前期は特にひどく、来た学生６名全員が
第５希望までに入っていなかったのです。本章では、そ
のような状況の中で学生が作った PPT の一部を順次掲
載していきます。
　始めのプロ研で、学生のやりたいテーマを自分たちで
検討し、テーマが「高校数学で、どこでつまずいたか」
に変わりました。学生が決めるのです。学生同士の会合
のなかで、６名全員で一つのグループが出来たのですが、
図９に示すように、途中（２回目）からは２名脱落し、
４名になりました（２年生２名と１年生２名）。
　言い訳ではないのですが、この２人の学生は、自分た
ちの希望を事務局に提出しておらず、事務局がプロ研の
中で空きのあった筆者のプロ研に配属したのでした。大
学に入学する学生で、何らかの理由で、講義に出なくて
休学・退学する学生がいます。この２人の学生は、他の
科目にも出席しない要注意学生でした。
　一息ついて気を取り直してからです。筆者のプロ研へ
の考えとしては、講義目標である、「情報収集・分析 ・
問題発掘・解決策の模索・企画力・実行力 ・コミュニケー
ション能力・プレゼンテーション能力」を身につけさせ
るためには、できるだけ自分で調査、発表させ、どこが
よくてどこがよくないのかを、指摘しなければ、と思っ
ています。まず、その練習をさせなければなりません。
　そのため、２週間に１回程度の間隔で発表させるよう
にアドバイスします。決めたテーマに対して、図10～12
のようなスライドが出来ていきます。
　このようなスライドが隔週か毎週出来てくる発表で
す。最初からいいスライドが出来るわけがなく、この発
表は PPT 練習の基本から応用レベルへのステップアッ
プを目的に行っています。プロ研の難しさは、発表内容
と発表方法とを明確に分離出来ていないことが多く、
ツールと発表の内容との分離が第一歩です。
　このような発表に対して筆者は、図13のように、アド
バイスをしました。研究の難しさの原点はこのあたりに
あると考えています。
　そして、このような研究をどのようにレベルアップす
るかについては、アドバイザの仕事です。ここで研究テー
マ（内容）が変わっていきます。さながらロールプレイ
ングゲームのようです。そこでのアドバイスは、図13の
ように、「つまずいた理由がそうなら、そのように発表
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するしかない」となり、このテーマでは学生にとって、
これ以上進むことができませんでした。そこで、図14に
示すように「君は勉強方法自体がまちがっている」とい
う、学生にとっては、衝撃のことを述べます。
　その結果、学生の PPT の内容が大きく変化しプロ研
のテーマが図15のように変わりました。
　いままでやってきたことを少し進めて、少しは関係あ
るテーマとなるようにします。このテーマで研究が進む
ことになります。テーマは学生が決めたものです。その
ための研究の進め方を議論して、新しい目次ができます。
アドバイザは、このプロ研での大きな目標を失わさない
ように確認しておきます。
　「脱落しないで無事卒業するには」と具体的なテーマ
が見えてきました。そしてこれまでやってきた数学との
関係をつなぐようにして、「高校までの数学を実例に検
証」とすることで、少し具体的になります。さらに、こ

こでは、このテーマをもとに、図16・図17に示すように、
このテーマの内容を少し見ておかなければならないと
思っています。少しでも研究が具体的に進むために、各
論テーマを明確にします。図17に示すようにその内容を
明確にします。そうすると、今回進めてきた研究テーマ
が変更になった理由がわかります。項目が抽象的だと、
何となくできそうですが、学生は、まず具体論から入ら
せて、抽象論へ展開できるように、アドバイスをします。
そうすると学生がひとりでに、研究を進められるように
なります。これは本当で、この事態を何度も実感してい
ます。
　ここでは、「脱落」から「卒業研究」に関連づけてい
きます。その関連で、図18の「単位」のことが関連でき
ます。このようにして、研究する内容を広めていきます。
　２年生がいるので、単位取得が不可能だった理由も少
しは、１年生に説明ができます。でもこれでいつもうま

図10　2009年前期プロ研から⑶
Fig. 10　From Puro-Ken of first term of 2009 ⑶

図９　2009年前期プロ研から⑵
Fig. 9　From Puro-Ken of first term of 2009 ⑵

図11　2009年前期プロ研から⑷
Fig. 11　From Puro-ken of first term of 2009 ⑷

図８　2009年前期プロ研から⑴
Fig. 8　From Puro-ken of first term of 2009 ⑴
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図17　2009年前期プロ研から⑽
Fig. 17　From Puro-ken of first term of 2009 ⑽

図13　2009年前期プロ研から⑹
Fig. 13　From Puro-ken of first term of 2009 ⑹

図14　2009年前期プロ研から⑺
Fig. 14　From Puro-Ken of first term of 2009 ⑺

図15　2009年前期プロ研から⑻
Fig. 15　From Puro-ken of first term of 2009 ⑻

図16　2009年前期プロ研から⑼
Fig. 16　From Puro-ken of first term of 2009 ⑼

図12　2009年前期プロ研から⑸
Fig. 12　From Puro-Ken of first term of 2009 ⑸
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くはいきません。
　ここで、リーダーをしていた学生の反省文がきました。
図22に示します。彼にはつまずいた箇所を図23，24に示
す PPT にまとめてもらいました。

プロ研の反省文（二回目）
　昨日のプロ研で、私は会議で案を決めることが出
来ませんでした。その理由は、うまく進行できずメ
ンバーが発言する機会を作ってやれなかったのが原
因だと考えられました。しかも、私の力不足なのに
鷲見教授に『案を決めることが出来ませんでした』
と言ってしまった。その後、鷲見教授に言われた言
葉が、私の心に深く残りました。　今回の失敗で私
は大きく変われると強く感じました。次のプロ研（三
回目）では、しっかりと会議を行い、案を決め15回

目の発表までには素晴らしいパワーポイントが作れ
るようにしたいです。もう一つは、みんなを引っ張っ
ていけるように頑張りたいです。

図22　2009年前期プロ研から⒂
Fig. 22　From Puro-ken of first term of 2009 ⒂

　筆者のプロ研では、回が進むにつれて全員発表の番が
回ってきます。発表をこれまでやってきてない学生の発
表順番が来ました。発表がいやなのでしょうか？一番最
後の発表でした。発表準備ができないのか？勉強に手が
つかないのか？そのようなことを考えていたら、学生か
ら「私は学校を辞めて、今のバイト先で就職しようと考
えています。」などの言葉がでてきました。びっくりして、
「ご両親は知っているの？」などと聞き直す一幕もあり
ました。でもこのように告白できると、アドバイザとし

図18　2009年前期プロ研から⑾
Fig. 18　From Puro-ken of first term of 2009 ⑾

図19　2009年前期プロ研から⑿
Fig. 19　From Puro-ken of first term of 2009 ⑿

図20　2009年前期プロ研から⒀
Fig. 20　From Puro-ken of first term of 2009 ⒀

図21　2009年前期プロ研から⒁
Fig. 21　From Puro-ken of first term of 2009 ⒁
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て一安心です。学生の状況が理解できるのですから。そ
して、無事この場の発表が終わりました。そしてプロ研
も14回の授業が終わり無事乗り切りました。残すは本番
発表のみです。そんな時に、以下のような感想文がでて
きました。

鷲見先生のプロ研　まとめ
２年　××××（2009.８）

　はじめはグループで発表をするのか全員で発表す
るのかをきめました。最初はグループにわけて、発
表する内容も異なるものでしたが、最終的には全員
で発表することになりました。プロ研の予定をおお
まかにきめました。三回に一度は発表をいれること
になりました。あまりうまく進むことができなかっ
たが、鷲見先生の意見を参考にして取り組みました。
僕たちが最初に考えたことは、「数学はどこでつま

ずいたか」とつまずいた理由のアンケートをとって
それをまとめることだった。が、鷲見先生のコメン
トで「アンケート調査は失敗する可能性がある」と
聞いたのでアンケートは止めることになりました。
自分たちで、つまずいたところを出し、なぜつまず
いてしまったのか、解決策はないのかを話し合いま
した。それぞれで調べてきたことを発表し、鷲見先
生の意見を参考にして改良を重ねて仕上げていきま
した。
　「司会者はどうすべきか？リーダーの役割とは何
なのか？自分の感想に個性を出せ」、など鷲見先生
のプロ研は今までと違い発表における大切なこと
や、僕たちが脱落しないためにいろいろな話をして
くださいました。
　全体の発表と個人の発表をすることになりまし
た。それは卒業研究にもつながるし、卒業してから
のことにもつながることなのでよかったと思います。
　僕は数学と算数について調べ、どこでいきづまっ
たのか、なぜそうなったのかを考えました。それと
「誰もがこのプロ研をしたいわけではなかった！」
という題でパワーポイントを作りました。この題で
は自分の個性が出せたのではないかと思います。

図25　2009年前期プロ研から⒅
Fig. 25　From Puro-ken of first term of 2009 ⒅

５－２　プロ研の発表
　プロ研の締めくくりは、発表会を行うことです。発表
の必要性については、図26のような感想文が多々よせら
れてきます。学生は発表から如何に学ぶかが、よく理解
できます。最終の発表会では、当初は嫌いだったが、好
きになったというような逆転ホームランとまではいかず
とも、何とか逆転ヒットくらいの発表が、当たるという
年になりました。筆者の示すテーマと学生がやりたい
テーマのギャップが大きくなっているのかもしれません
が。でも、このプロ研でマスターすべき事項はシラバス
に記載されているように、学生がこの時期に習得してお
く必要がある内容です。しつこいようですが、プロ研は
テーマでなくて、やり方・ツールを理解するための勉強
だからです。

５－３　2010年度前期のプロ研から
　2010年前期プロ研のテーマは「お年寄りに優しい乗り
物」で１年と２年が合同で実施しました。２年生は、発
表のツールとしての PPT は習っていましたが、十分に
使える状態ではなかったのです。しかも１年生は講義３
順目くらいまでは、PPT を学習していません。しかし、

図23　2009年前期プロ研から⒃
Fig. 23　From Puro-ken of first term of 2009 ⒃

図24　2009年前期プロ研から⒄
Fig. 24　From Puro-ken of first term of 2009 ⒄
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ワードが使えるようになることで、PPT もそれほど変っ
たものではないということを、学生に教えることができ
ます。そして、学生自身が自分で学習するスタイルを教
えることで、学生自身が PPT を作成するようになって
いきます。その後は毎回発表です。図27にあるように、
最初は疑問を抱いていますが、最後には自分自身のレベ
ルアップに気付きました。それまで教員は辛抱です。

図27　A 君のプロ研１（１年生）感想
Fig. 27　Impressions of Student A （1st Grade）

図28　B 君のプロ研１（１年生）感想
Fig. 28　Impressions of Student B （1st Grade）

図29　C 君の プロ研３（２年生）感想
Fig. 29　Impressions of Student C （2nd Grade）

図26　2009年前期プロ研から⒆
Fig. 26　From Puro-ken of first term of 2009 ⒆

図30　D 君のプロ研３（２年生）感想
Fig. 30　Impressions of Student D （2nd Grade）
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５－４　プロ研での発表感想
　筆者のプロ研では、プロ研終了後に学生に感想を書い
てもらっています。

感想
２年　××××（2009.８）

　今回、鷲見教授のプロ研になって本当に良かった
と思います。プロ研当初は、希望通りのプロ研にな
れなくて、やる気が起きませんでした。しかし、プ
ロ研が進むごとにだんだん面白くなりました。鷲見
教授には本当にお世話になったと思います。メン
バーが思い通りに動かなくてイライラして、最終的
にプロ研を放棄したことがありました。そんなとき
に、鷲見教授の助けがあったから最後まで出来たと
思います。発表本番の時は、リハーサルよりもいい
発表が出来るように頑張ります。今までありがとう
ございました。

図31　D 君の感想
Fig. 31　Impressions of Student D

発表を終えての感想文
２年　××××（2009.８）

　発表する前と後ではプロ研に対する考え方が変わ
りました。発表を終えたときにまず思ったことは、
自分の出来の悪さを実感させられました。それぞれ
の発表を聞いて自分とは話す内容や取り組みかたが
ちがいました。
　自分たちが調べたことを発表したわけだが、自分
の意見ばかりを発表にいれてしまい、肝心のプロ研
のことについてうまくまとめられずに内容がうすい
まま発表していました。
　しかし自分らしい発表ができたと思います。鷲見
先生は僕たちの発表の仕方や PPT 作成の工夫の仕
方などを指導してくださいましたが、内容じたいは
僕たちの好きなようにさしてくれました。最後の最
後でしたがこのプロ研が楽しく感じられたのも、鷲
見先生のおかげです。ほんとうにありがとうござい
ました。

図32　D 君の感想
Fig. 32　Impressions of Student D

　以上のようなメールをいただくと教師冥利につきるも
のです。学生に感謝・感謝です ‼
５－５　プロ研が終了してから
　学生によっては、プロ研が終了した後もメールがあり、
そのような学生にはメールにてフォローもすることがあ

ります。

プロ研の感想
２年　××××（2009.８）

　今回のプロ研の最終総合点（自己採点）の結果、
Ａをもらっていいのかと私は思いました。なぜなら、
昨日の本番発表は一番最悪だと感じました。聞き手
は、つまらなさそうな顔していたし、発表側の私た
ちも多くのミスをしました。メンバーとやっと一致
団結できたのにいい結果がだせなかったのはリー
ダーとしての責任を感じます。第１回から第14回ま
で振り返ってみると、いいことはなく悪いことばっ
かり起きた。「メンバーとの温度差や作業の進行が
遅れた」とかいろいろと悪い要素が目立ったと思い
ます。そのたびに私は不機嫌になったりしました。
当初は、別にメンバーから嫌われてもいいと思って
いましたが、最後はみんなで、笑顔で終わりたいと
思えてきた。１年は、よくここまで頑張ってくれた
と私は感謝しています。そして、鷲見教授はいろん
なことを教えてくれた。そのおかげで私は多少スキ
ルアップしたと思います。鷲見教授の一言一言が心
に残った。プロ研では残念な結果が残ったが卒業研
究ではいいものを作ろうと思いました。その時は鷲
見教授にも見てもらいたいです。前期は大変お世話
になりました。

【鷲見から】××××君へ
　前期のプロ研、大変でしたね。大変な経験をしま
したね。でもね、このような経験ができてよかった
ですね。１年・２年で学ぶプロ研は最終ではなく、
最終テーマである「卒業研究」に向けての準備です。
鷲見はそのために講義で厳しくやってきているので
す。通常は、このようなプロ研では少なくとも２つ
以上のグループをつくります。最初に２つのグルー
プをつくる方がいいと言ったと思いますが、君が一
つを主張しました。あのとき２つを作れる状況が
あったかどうかも怪しいですが、２つ以上のグルー
プがあると、だいたい１つは成功します。失敗のグ
ループがあっても「だめ」ではありません。常にい
い結果のでるグループと失敗のグループからいっぺ
んに２つのことを学ぶ機会ができるからです。何回
もいいますが、残念な結果がでても、それは問題で
はありません。なぜなら、このプロ研は最終の卒業
研究へ向けての準備なのですから。失敗もいい経験
です。だから失敗したから評価が悪いことはないの

図33　D 君の感想
Fig. 33　Impressions of Student D
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です。いい結果を出すのがこのプロ研の最終目標で
はありません。
　卒業研究に向けて、どのようにすればいい結果が
でるかを学ぶのです。ここでは最終結果を求めてい
るのではありません。いろいろなことを学ぶのです。
単に知識で知るのではなく、実際に自分たちでがん
ばってやってみるのです。プロ研のいいところは主
役は学生で先生はアドバイザです。これも最初の方
でいいましたね。
　今回さらによかったのは、君たちの希望のテーマ
でなく、最後までがんばれたことです。ここから学
べたことは多かったと思っています。

図34　D 君への返答
Fig. 34　Response for Student D 

　過去に筆者のプロ研を受講した学生で結果的に満足し
ている学生が多くいます。これは事実です。このプロ研
で学ぶことは多くありますが、言葉でいくら説明しても
無駄で、実際にやらせることが一番です。
　大学では124単位を獲得して卒業しますが、そのなか
でも、この２単位は重要なのです。筆者は「ここでは手
抜きは禁物」と実感しています。基本的に授業での手抜
きはすべてにおいてやっていませんが、このプロ研の意
義は大きいのです。
　「今回のプロ研の最終総合点（自己採点）の結果、Ａ
をもらっていいのかと私は思いました。なぜなら、昨日
の本番発表は一番最悪だと感じました。」
に対しては、それは違います。なぜなら自分での気づき
が一番大きかった。君にとって。この授業は大成功です。
君の中で今回の授業で得たものは124単位を得た卒業時
でも、ベスト４にはいるでしょう。そのような授業をも
てた教師は学生に「感謝」をしています。いい授業がで
きて満足です。これが「大学の教師」だと思っています。

６．　第１志望から第５志望で入った学生
　受講体験者から感想のメールをもらいました。以下は、
第１志望から第５志望で入った学生のメールです。順不
動で掲載します。

プロ研１の感想
３年　××××（2008.８）

　プロジェクト研究１の感想ですが、正直とても大
変でした。まだ一年生だったからかもしれませんが、
一体何を調べなくちゃいけないのかも分からずにい
ました。しかしその時に一緒のグループになった、
先輩の○○さんが毎回優しくフォローしてくださ

り、解らない所を教えてくれたり、今度調べてくる
所の指示をしてくれるなど、引っ張ってくれました。
本当に○○さんには感謝しております。
　一年生の時は分からないことだらけだったので、
鷲見先生のプロ研をかなり大変に感じていました
が、今思うことは、鷲見先生のプロ研を経験できて
良かったと思っています。たしかに大変でしたが、
研究の調べ方やまとめ方、発表の仕方など多くのこ
とを学び、そしてなにより「プロ研」というものを
教えてもらいました。あまり良い表現ではないと思
いますが、鷲見先生のプロ研に参加したことによっ
て、今やっているプロ研が楽に感じます。調べ物な
どの取り組み方もスムーズに出来るようになり、発
表も自信をもって出来そうな気がします。なので、
鷲見先生のプロ研に参加できたことが本当に良かっ
たと思っています。ありがとうございました。
　プロ研１の時は本当にお世話になりました。

図35　E 君の感想
Fig. 35　Impressions of Student E

　このときの政策学科の２年生は面倒みのいい学生が多
くいました。この時代は学生の活動も活発で、学生の当
たり年であります。

鷲見先生へ
４年　××××（2009.４）

　先日はお世話になりました。環境大学４年の×
×××です。本日は、昨日提出して欲しいと言わ
れた「プロ研を通して学んだことがどう４年間に活
きたか」という題で、文章が出来ましたので、お送
りします。
　『プロ研を通して学んだことがどう４年間に活き
たか』私が鷲見先生のプロ研で学べて一番役に立っ
たのは、能動的な姿勢です。私が鷲見先生のプロ研
に入ったのは、１年の前期でした。それまで、パソ
コンをまともに扱ったことのなかったので、大変な
時期もありましたが、それ以上に得るものが多かっ
たプロ研だったと思います。具体的にはパワーポイ
ントの操作、などの技術的な面もさることながら、
自分で考えて行動するという能動的な行動が出来る
ようになったことが一番大きかったと思います。一
年生の始めに、能動的な行動をすること、そして自
らの意思で動くことで成果をだせるということを学
べたおかげで、その後、いくつかの課外活動の代表
などをやるとき、勉強をやるときに大いに支えにな
りました。
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　以上です。

図36　F 君の感想
Fig. 36　Impressions of Student F

プロジェクト研究について
３年　××××（2009.８）

　昨年のプロ研のテーマは、菜の花プロジェクトを
考察しようというものだった。この菜の花プロジェ
クトは、昨今世界で注目されているバイオマスエネ
ルギーに関する政策の一つである。当時その研究を
したことは、現在の BDF スクールバスの燃料に関
する情報を学内に発信する一つの材料になったと考
えられる。世界ではブラジルを中心としてサトウキ
ビからエタノールを作り、それが車の燃料として使
われ、アメリカではブッシュ政権がバイオマスエネ
ルギーに関する５カ年計画を発表するなど、その関
心は日に日に強まっている。そして、菜の花から菜
種油を抽出して燃料とするというこの取り組みは、
おそらく日本独自のものであり、今後発展するにせ
よ衰退するにせよ、研究するのには十分な内容で
あったと考えられる。
　さてここで、昨年の講義に関する良い点、改善点
してほしい点を以下に述べようと思う。
良い点
・�毎回のパワーポイントでの発表により確実にプレ

ゼンテーション能力が上がったこと。
・�疑問点などから新たな課題を見つけ出す方法を学

んだこと。
・�先生のアドバイスにより次回以降の研究の手助け

になったこと。
改善してほしい点
・�各人のプレゼンテーションを周りが十分に聞き、

その後しっかりした質疑応答があれば、プレゼン
テーション能力だけでなく、その他多くのスキル
を身に付けられると思う。

・�個人でなくグループで調査を行い、多角的視野か
ら課題を検討し、理解を深める。

・�文献から情報を得るだけでなく、外部の人とより
多く接触し情報収集をする。

以上が良い点・改善点です。
　私自身、あのプロ研でプレゼンテーションのスキ
ルが向上したと感じるので、とても意義のある授業
でした。それに、しんどかったけれど楽しかったです。
（文中略）
　今後、壁にぶつかった時は相談にのってもらおう

と思いますので、よろしくお願いいたします。

図37　G 君の感想
Fig. 37　Impressions of Student G

　プロ研を受けることによって、卒業研究でも指導して
ほしいという意見です。プロ研が卒研につながっている
実例でした。

鷲見先生のプロ研を受けて
３年　××××（2009.４）

　私が鷲見先生の担当しているプロ研に配属された
のは、１年の後期に行われたプロ研２のときのこと
でした。鷲見先生のプロ研は、成果物の発表が主で、
その内容は次回までに自分たちで調べたりする自主
学習型ということで、これまでに行ってきたプロ研
の様な集団で一つの成果物を仕上げるものや、今現
在私の所属しているゼミのプロ研の様な授業型のプ
ロ研とは違って、個人の自主性に発表内容や進行が
任される面が大きいので、毎回行われた成果の発表
など適度な緊張感や充実感もあってよかったと思い
ました。
　その当時私がプロ研内で行っていたのは、PHP
によるプログラムの勉強が主でした。当時の私に
とってプログラミング関係の事は、友人がプログラ
ムを組んでいるのを見ていたということがあったも
のの、「興味はあっても実際にやってみようとまで
は思ってもいなかった」という程度のことでしたが、
鷲見先生のプロ研に配属されて私自身が実際に
PHP でプログラミングの勉強する事になり、最初
は『私にもできるのだろうか。難しいのではないか』
と思っていました。だけど、実際にやってみると、
最初はどの関数がどこに対応しているかがうまく理
解できていなかったものの、打ち込んだプログラム
に対しての結果が目の前に直ぐに表示されていくの
で、『難しいけど楽しい』という認識に徐々に変化
していき、その後は「イメージした通りの状態に持っ
ていくにはどの様にプログラムを組めばいいのか」
などの事をよく考えたりしていました。
　また、PHP でのプログラミングの勉強という事
で、プロ研が終わった後に時間をとってプログラミ
ングの勉強やどの様にしてみてればいいかなどを教
えてもらえたので、プログラムの関数の意味を理解
する事など、プログラムの知識の殆どない私だけで
勉強するにはテキストを見るだけではさすがに理解
に限度があったので、プログラミングの勉強をする
上で大いに役立ったと思いました。
　当時、私が発表の際に用いていた PPT は文字が
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少なく、画面をそのまま貼り付けただけのものにふ
きだしを付けたものが多かったですが、今までいく
つかのプロ研で PPT を使った発表を行ってきて、
鷲見先生のプロ研で何度も PPT を使っていた事が
発表の際の PPT 作成に役立っていると思います
（発表自体はまだまだですが）。
　確かに鷲見先生のプロ研は今まで私が受けてきた
プロ研の中でも大変だった部類に入るプロ研だった
と思います。しかしその大変で忙しかった分だけ、
他のプロ研で、集団でその時間だけの活動をしてい
る時よりも、苦労しただけあって知識や技術など得
たものが多くあったと思えるプロ研でした。
　最後に、私は鷲見先生のプロ研で、一つ（または複
数）の事柄を調べてまとめるという内容よりも、大変
でもプログラミングの勉強ができたことの方が鷲見先
生のプロ研を受けた価値があったと思っています。

プロ研２を終えて学んだこと・感想文
２年　××××（2009.６）

　私は今回プロ研２で“人間のストレス”について
調べました。このプロ研の目的はもちろんストレス
についての知識を得て発表することであったりする
のですが、他にも PPT 作成の仕方であったり、調
査してきた事に対してのまとめであったりも目的と
していました。そして今回私がこのプロ研で学んだ
ことは、PPT の作成方法や調査方法を学び、自身
のまとめる能力の向上が出来たと思っています。ま
とめ方や最終的な調査で判らなかった時には、発表
（２週に一度もしくは、毎週）した時に鷲見先生か
ら、アドバイスなり指導なりを貰いました。同じプ
ロ研の仲間、特に同期からのアドバイスを出しても
らえる機会があり、それはとても新鮮でした。“では、
どの程度感じているのか、人間がストレスを感じる
時はどうするか、最後は何を発表するのか？”など
を授業中に話し合う事もありました。毎回もしくは
２週に一度に講義の場で、自分の調べている事に対
しての、研究の目的を書く様に先生から促され、そ
れから書き始めるようになりました。初歩的なこと
ですが大切な事でもあり、研究の目的を今のプロ研
でも考えるようになりました。そして、今やってい
るプロ研でもそれらが活かされている事が、とても
嬉しいです。このプロ研で学んだことは、これから
も私の中で活躍していくことだと思います。

図39　I さんの感想
Fig. 39　Impressions of Student I

図38　H 君の感想
Fig. 38　Impressions of Student H

プロジェクト研究の感想
２年　××××（2009.８）

　私はプロ研１が鷲見先生のプロ研でした。私の班
は原子力発電について調べたのですが、当時は原子
力発電についての知識が全くなく、PPT の使い方
も知らなかったのでとても苦労しました。しかし調
べていくうちに情報収集力が格段に上がったと思い
ます。さらに PPT を使うことで要点のまとめ方、
プレゼンの仕方も身につきました。私はデザイン学
科なので授業で自分の考えた建物や空間についてプ
レゼンをする機会がよくあるのですが、そんな時に
このプロ研での経験が生きます。
　どの学科でもプレゼンをする機会が多少はあると
思います。今は大変かもしれませんが必ず自分に
とってプラスになるので頑張ってください。

図40　J 君の感想
Fig. 40　Impressions of Student J

プロ研を振り返って
第４期生　××××（2009.３）

〈鷲見研との出会い〉
　私が初めて鷲見研にお世話になったのは大学一年
の後期プロ研です。数ある研究室の中からどこに入
るべきか決めかねていたとき、ふと目に留まったの
は、研究テーマの一例として載っていた「環境問題
と認知症予防」という奇抜なタイトルでした。いっ
たいどんな研究室なのだろう？環境問題と認知症？
一体どんな関係があるのだろう。そんな興味がきっ
かけでした。
　そして何とか第一志望で鷲見研に入ることがで
き、そこで初めて鷲見先生にお会いしたわけです。
先生はとても気さくで、とにかく何事にも熱心な方
なので、毎週お会いするたびにパワーをいただきま
した。おかげで私も学生生活を意欲的に送れたと思
います。鷲見先生の元に自然とたくさんの学生が集
まるのは、先生のこのような人柄を慕っているから
でしょう。私もその一人です。

〈鷲見研の魅力〉
　鷲見研の魅力はなんといっても自分の身につくこ
とが多いことだと思います。学生の自主性を尊重し
てくださる先生の指導の元、自由にのびのびと研究
を進めることができました。積極的に地域にでて情
報収集をしたり、グループワーク、ディスカッショ
ンをしたり、楽しみながら進めていくことができま
した。ただ放任というわけでは決してなく、行き詰
まると的確なアドバイスで導いてくださるので、難
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しい研究も苦になりませんでした。プロ研の枠を超
えて学外での地域イベント等にも参加し、ゼミ生同
士のつながりもできました。
　鷲見先生のプロ研はほかの研究室と違い、毎回の
授業で PPT を用意し、プレゼンをしなければなら
なかったので、その点では大変でしたが、その分充
実感が得られました。鷲見研で鍛えられたおかげで、
スキルが身につきまし、学んだことを活かして卒論
もスムーズに仕上げることができました。鷲見研を
経験して本当に良かったと思います。

〈在学中の方、これから環境大学に入る皆さんへ〉
　今、学生時代を振り返ると、大学での４年間は自
分のために使える時間が一番多い期間だったと思い
ます。特に環境大学は周囲を自然に囲まれ、ゆった
りとした空気が流れる中で、何かを学ぶ環境、何か
を始める環境としては最高の場所だったと思いま
す。ただ、その何かを始めようと自分からアクショ
ンを起こさなければ、せっかくの限られた時間を無
駄に過ごしてしまうことになります。
　社会人になれば、自分の好きなことだけをしてい
れば良いということはありません。特に今の私のよ
うな、社会人一年目の新人は、日々仕事のことで頭
がいっぱいです。あんなに自分のためだけに時間を
費やすことができた学生時代が恋しい日々です。バ
イトもいろいろ経験し、サークルも２つ掛け持ちし、
海外旅行にも行きました。学生ですからもちろん勉
強も（笑）。いろいろ経験を積んだ大学の４年間が
あるから、今社会に出て、苦戦しながらも何とかやっ
ていけているのではないかと思います。４年間は長
いようであっという間です。その時間を有意義なも
のにできるかできないかは自分次第です。少しでも
興味のあること、やれることはすべてやってくださ
い。大げさかもしれませんが、きっとその後の人生
に役に立つときがくるはずです。
　ちなみに私は今、銀行で窓口の仕事をしています。
銀行の業務というのは本当に多岐にわたっていて、
日々勉強しなければ勤まらない仕事です。まさか自
分が学生を卒業してからも、こんな風に勉強をする
とは思ってもいませんでした。取らなければならな
い資格もたくさんあるし、通信講座も受講していま
す。もしかしたら、今までの人生で一番勉強してい
るかもしれません。学生時代の自分から学びチャレ
ンジするという精神が少しは生きているのではない
かと思います。

図41　K さんの感想
Fig. 41　Impressions of Student K

　プロ研で勉強したことがこういう風に将来につながっ

たということの紹介を図42に示します。

７．開学当時のプロ研
７－１　開学時の混乱1）

　開学時、学生に与えるテーマは全学で統一し、各教員
に学科横断の学生を配属させ、活動させる方式をとって
いました。毎回の授業の進め方はプロジェクト研究小委
員会で討議・決定していました。
　当時の統一テーマは、「HP」の作成であり、作成する
HP は鳥取市内の企業や団体のものとし、HP に対する
要求仕様や資料を提供していただきました。学生が顧客
にインタビューし、顧客の要求を HP としてまとめると
いう実践的な教育といえます。しかし、テーマが HP 作
成という技術的なことに設定したこと、授業の進め方を
委員会から指示されたことなどから、教員からの反発が
大きく議論が沸騰しました。HP の作成についての技術
的な内容は、「情報処理」の授業で教えることになって
いました。しかし、HP を作ったことのない教員から見
て指導ができるかどうかが不安であったことは否めませ
ん。それより、教育の仕方について、他人から指示され
ることへの反発が強かったようです。企業の経験から物
事を組織的に行うためには、何らかの指針が当然ですが、
大学人として一匹狼の世界しか経験したことがない純粋
培養の大学出身者には耐えられないことのようです。
　いろいろ悶着があってのち、次の期からテーマは各教
員が提示すること、教育の進め方については各教員に任
かされることになりました。教育目標達成の平準化のた
めに進め方についての何らかの指針や議論が必要です
が、残念ながら開学時の混乱がトラウマになり、教員間
の議論がありません。
　逆に、下手に共通な教育指針や教育実践方法などを与
えると、各教員の持つ特徴や魅力がなくなり、官僚的な
弊害が出てくるかもしれないので、各教員の自由に任せ
る方が面白いのかもしれませんが。
　プロ研は、ある意味、難産の末できたこどもでした。
鷲見は特段にむずかしいと思いませんでしたが、HP 作
成作業に抵抗感があった先生もおられたのではないで
しょうか？
７－２　都倉先生の思い
　このプロ研の生みの親でもある都倉副学長（当時）が
示された「アドバイザの先生方へのお願い」を資料１2）

といて巻末に示しました。ここに示された「都倉先生の
思い」をかみしめて再度新たな気持ちでプロ研に力を注
いでいただきたいと思います。
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８．まとめ
　１・２年生のプロ研で筆者が採用している、第５希望
までに入ってきた人と提示したテーマに沿わなくて第５
希望以外で入ってきた学生に対して、どのように対応し
ていくかの実例を示しています。研究のテーマは、それ
がすべてではなく、卒業研究につなげるための手段なの
ですから、本人の希望するテーマに沿うことが大切で、
そこから自分の研究に向けての何かをつかめばいい、こ
れが筆者のプロ研に対する基本スタンスです。

９．謝辞
　本報告作成のもとになった資料作成に参加・協力して
くれた OB・学生に感謝いたします。
　特に好永隆之君（環境政策学科卒業）にはアンケート
等、筆者のプロ研にスポットライトをあててくれたきっ
かけを作ってくれたこと。また卒業研究が終了してから、
頑張ってくれたことに感謝いたします。これが開学当初
言われていた「文理融合」大学の出発点・終着点になる
のでしょうか？
　また蔵内博子さん（環境政策学科卒業）には、彼女のメー

ルが、後輩の卒業式に祝辞となる原稿になったこと、さら
に、本報告で紹介しているように、大学の新聞広告の紙
面原稿になりました。鳥取環境大学のプロ研が鳥取環境
大学の教育のスタートで、この大学の売りにしている原点
がここに存在することを示してくれたことと思います。
　最後に、学生の手によるアンケートとその結果3）を付
録にのせています。このような学生の生の声を聞いたア
ンケートをとることで、学生がプロ研に何を望んでいる
か、プロ研から何を学ぶべきかがはっきりと見えてきま
す。現在、鳥取環境大学のプロ研もいろいろな試行錯誤
を経て変更を加えられています。よりよいプロ研になる
べく、このアンケートが参考になれば、学生が努力した
甲斐があるというものです。協力してくれた学生に感謝
して本報告を終わります。

参考文献
⑴�　大筆豊（2009）『プロジェクト研究への取組み』紀

要鳥取環境大学　第８号開学10周年記念号　鳥取環境
大学、pp. 262-263

⑵　資料１

アドバイザの先生方へのお願い
プロジェクト研究小委員会　 2001.５.30

　プロジェクト研究１の第一回のテーマが終わり、
あとは第２回のテーマに移ります。アドバイザの役
割についてはこれまでと特に変わりはありません
が、今一度説明しお願いをします。
　プロジェクト研究は、基本は自立して学習する習
慣・能力を高めることが大事です。高校までの受け
身の学習態度を早く脱して、自発的自立的に考え、
行動できるように、育てていただくために、この科
目をやっているといってもいいのです。もちろん、
その他にコミュニケーション能力など、３年生に
なって各学科の専門的なプロジェクト研究を開始す
る前に、研究をするに必要ないくつかの能力・スキ
ルを身に付けてもらっておこうということもありま
す。そうすれば、専門的なプロジェクト研究５、６、
７の指導も一から手取足取りしなくても、自分で研
究してくれるようになれば先生方の負担も少なくて
すむし、また、文章の書き方から指導し直さなくて
も、ある程度のレベルになっていてくれれば、先生
方は本質的な研究の本題に絞って指導すればいいこ
とになります。
　質問の答え方も先生方はなれておられると思いま
すが、単に安直に答えを求めるような質問なら、答

図42　環境大学プロ研から職場へ
Fig. 42　To the Job From the Puro-ken
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えを直接せず、自分で答えを探させるように誘導し
てやれば、自立して学習する方向へ向かうでしょう。
　今回ホームページというものを学生が作ります。
その作り方を指導しないといけないのかというとそ
の必要はありません。学生は情報処理２で、ホーム
ページの作り方を平行して学習します。ですから、
先生がその指導をする必要はありません。むしろ、
情報処理でもハウツウを細々教えることはしませ
ん。でも、短期間のうちにパソコンを使っていなかっ
た学生がなんとかワープロを使い、メールを送りと
いうことを日常使うことから、自分なりに学習して
くれています。まだ、はじめたばかりで稚拙なとこ
ろもありますが、これはすこし時間をおいて、さら
にうまい使い方のヒントを与えるというようにし
て、力をつけてもらいます。ここまで、学生がのび
たのは彼らの学習力です。それを信用してやってい
ただきたい。先生が教え込まないと教育ができない
という考えもあろうかと思いますが、教室で先生が
必死に教え込んでも、学生にどれだけ残っているで
しょう。ただ、聞かせただけではなかなか身につく
ものではないのですね。
　また、クライアントの注文で作るのですが、中味、
コンテンツは相手先と学生が話し合って作るのが原
則です。（どうしても疑義があるときは、クライア
ントとの接点役の先生にご相談ください。）先生が
それについて指導する必要はありません。相手方も
レベルは様々で、高度な注文をされることもありま
すし、ごく簡単な要求しかしないクライアントもあ
るかもしれません。そこで、先生が中味を増やさな
いといけないとか心配することはないのです。大事
なことは、クライアントの要求にあうように作るこ
とですから、要求にあうようになっているかが問題
になります。クライアントの要求に応えられないの
もまずいし、過剰に作り込むのもまずいのです。そ
れも先生がいちいちチェックする必要はありませ
ん。要求通りかどうかの判断はクライアントがして
くれます。
　では、アドバイザはなにをすればいいのか。これ
は学生たちのプロジェクトがきちんと進行している
かを見ていただいて、あまりに遅いとか、議論もう
まくできないようなら、議論の仕方について少しヒ
ントを出していただくとかという役割です。学生が
もし HP の技術的なことで困っているようなら、（お
そらく、そういうときは、学生は情報システムの先
生のところへ相談に行くと思いますが、）そういう
手段に思い至らず立ち往生している学生たちなら、
「５階の方へ行って、聞いたらいい」というような

サジョッションを与えていただければいいのです。
これは、行き詰まったときにどう解決するかという
ような方法を伝授することに当たります。また、学
生からいろいろ質問や相談があるかもしれません。
先生が答えられることは答えていただいていいです
が、そのときでも安直に答えが教えてもらえるとい
う思いを持たせないように、自分で考えたり、調べ
たりすることをできるだけ推進していただければあ
りがたいです。要は、（答えでなく）解決法を伝え
てください。そして、学生がその方法で解を見つけ
たら、一緒に喜んであげてください。また、グルー
プ活動にうまく参画していけない学生がいたりしま
す。なかなか難しいのですが、できるだけそれぞれ
の学生が能力を発揮できるように多少の助言をして
いただくのも貴重です。
　赤ちゃんが自立歩行をしようとするとき、母親は

「右足に重心を移して、体を振って左足を振りだし、
着地したら、そちらに重心を移して、」なんて知識
を教えませんね。ひたすら、子供が歩けるようにな
ることを願って、こちらへ来るように、子供が安心
して足を踏み出せるように手をさしのべたり、その
前段では両手をもって誘導して歩くことの感じをつ
かませたりしますね。そして、１歩歩ければ心から
喜んでいますね。これは子供の心に伝わります。そ
して、また、やろうという気持ちを起こさせます。
そして、ねばり強く歩こうという意志を持つように
なり、何回も失敗もするかもしれないが、歩ける歩
数が増えていきます。親の喜びを受け取って成長し
ていきます。
　HP を学生が作る、でも、技術的にはうまく行か
ないところがあって学生が困る。そのとき、学生は
解決法を自分でも探すし、うまく見つからなければ、
知っている人に聞くというように頭を働かして、問
題解決をしていきます。こうして自立的に動けるよ
うになればいいのです。アドバイザの役割をきちん
とマニュアル化できるものではありませんし、マ
ニュアルを示すのはむしろ失礼かと思います。先生
方の人生への向き方が学生にも微妙に伝わります。
べたべたしないが、しかし、つかずはなれず、優し
く学生たちを見ていていただくのが望ましいので
す。学生が熱心に議論している、それをにこにこし
ながら、あるいは、頷いて聞いていることで大きな
サポートになるのです。無関心、放任はこれとは違
います。
　ただ、学生が社会人として許されないような行為
をするとか、環境大学の学生としては、こういうこ
とでは困るということがあれば、それは大人として
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注意をするなり、こういうことが望ましいというこ
とを伝えていただくなどは、これはプロジェクト研
究に限らず、お願いしたいことです。
　こういうガイドラインを書けと言うことで書き始
めましたが、なかなか難しい。先生が学生より高い
地位にあって教授するというのでなく、学生ととも
に学習するという態度でいいのではないかと思って
います。うまく書けませんが、くみ取っていただけ
れば幸いです。

（文責　都倉信樹）

⑶　資料２　プロ研に対するアンケート結果
　以下は、当時４年生で卒論が終了した環境政策学科の
好永隆之君のアンケート結果です。彼は大学のプロ研に
ついて、自分の思いがありました。それは

１．�環境大学の売りであるプロ研を学生の立場から評価し
たものがこれまでになく、これは片手落ちではないか

２．�アンケートの目的として、自分の理想としていたプ
ロ研の姿を確かめたい

３．�さらに自分のプロ研の総括という意味で、客観的資
料としたい

というものです。学生がプロ研を受けてどう感じている
かということを、独自にアンケート用紙を作成して、調
査をしてくれました。
　アンケート調査が終わった後、本人も２月末に就職先
にいく時期がきました。その時に「このアンケート調査
を卒業研究で更にやりたかった。もっと時間が欲しい。
もう少しがんばりたかった。」と言っていました。最後
の頑張りでした。これこそ、大学が求めている学生のプ
ロ研教育が求めている姿（鏡）ではないでしょうか！！
　アンケートは100名に行い、30名からの回答がありま
した。以下にアンケートの結果を示します。

アンケート結果：アンケート回答数　30人 /100人

内訳：
　　１年生……５名　　　２年生……７名
　　３年生……７名　　　４年生……11名

あなたがプロジェクト研究で得たことは何ですか？

１年生……未回答
２年生

・グループをまとめること	
・話し合うこと
・情報を集めること		
・他人との協力
・協力すること			 
・知識
・鳥取県について		
・友達とマナー
・あきらめない			 
・わからない
・研究の取り組み方法・調査方法
・�普通の講義のように一方的な情報だけでなく、自分達

で調べたり動いたり、発表したり、自主的な活動が中
心で楽しく学べた

３年生
・自分の得手不得手の再確認	
・資格が取れた
・人間関係			 
・知識と自信
・苦労				  
・仲間
・�責任感を持つこと、コミュニケーション能力、スケ 

ジュールを作成すること、人付き合いの仕方
・対人の対応方法など人間的に成長できた
４年生
・パワーポイント		
・人に指示すること
・リサーチ能力・資料を探す能力、習慣がついた
・共同作業の大変さがわかったこと
・協力し合うこと
・どんな人とでも協調性を持って接するということ
・�グループであれなんであれ、自分の分は自分でやるこ

とが大切だと体得した
・PPT の使い方を覚えることが出来た
・たくさんの友達を作ることができた
・知らなかったことをたくさん学べた
・プロ研担当の教授と仲良くなった
・決まった時間でできる結果を出すことの重要性
・�チームマネジメント・スケジュールを考え、タスクを

割り出し、人を配置する
・�ディスカッション能力・ディスカッションを日常的に

行うようになる
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あなたが理想とするプロジェクト研究とは？

１年生
・今はまだよくわからない	
・とくになし
・研究が前に進んでいけるプロ研
・もっと幅広くテーマを持ってほしい
・自分のやりたいテーマで社会に貢献できる研究
・�インターネットや本を使って調べるだけでなく皆で協力し

て何かを作ったり、どこかで行ったりするのも良いと思う。
２年生
・楽しく進めることができる
・調べているだけではなく実践できる
・�自分のやりたいことを自由にさせてくれるプロジェクト研究
・�皆がやる気に満ち、一生懸命、調査、勉強、議論して

いる。先生とのコミュニケーションがしっかりでき、
生徒同士が協力し合っている

・�１年のときのプロ研じゃないけど、１～４年生、学院
生が目的はプロジェクト研究だったり卒論だったりす
るけど、同じ場所で同じ研究をして知識を教えても
らったり、そういうのが理想

・�１つのものについてグループで調べたりして、プロ研
の日に自分の調べたことや、意見等を出し合う、みん
なでまとめて発表する。

・�授業との兼ね合いで十分時間が取れなかったが、自分
のペースで進むことのできるプロ研が理想です。

　社会のためになるような研究
３年生
・岡崎ゼミ＝理想郷		
・現状で良い
・チームプレーが身に付くもの
・特別研究や今後の何かに少しでも役立つもの
・�特にない、でも数人制限でこぼれて自分の興味のない

テーマにさせられるとやる気をなくす
・�まじめに取り組まざる得ないシステムがあるもの
　�生徒が自分でテーマを決定して、自分達の間で研究を

進めていく。先生はそのテーマについて調査をしてい
き、生徒からの質問に答えたり、スケジュールの調整
を教えたりする

４年生
・自分の興味のあることを自分で作ってできるプロ研
・学生・教授が気兼ね無く会話が出来るプロ研
・言葉が無いのが一番ダメ
・１つの目標に向って一致団結するかたち
・自分の志望度の高いところへ行けるようにする

・もっと専門的な分野の勉強がしたい
・�第８希望とか、興味がないに近い研究はしたくないの

でもっと１つのグループの定員を増やしてほしい
・�具体的に研究計画をし、より長いスパンで一貫して行いたい
・�卒論に向けてのデータ収集を一年からできていたらう

れしい
・�少人数のグループで分担を行い、取材調査を行うよう

なプロジェクト研究
・�みんなが真剣に１つのものを作り上げていくようなも

のが良いと思う

あなたがプロジェクト研究で役立っていると感じてい
るものはありますか？

１年生……未回答
２年生
・トンボ玉とか特に役に立たない
・発表するときの基本的なこと
・�１年前期のプロ研からのことを後期に活かし、２年前

期、後期と役立った
３年生
・研究の進め方			 
・資格
・１日のスケジュールを組み立てるようになった
・人間的関係できたこと		
・パソコン技術
・苦労			   　　　　
・根性
・人に指示すること		
・話題つくり
・最初のプロ研は、友達を作るきっかけになった
・�上の人、下の人も一緒になってすることが多かったの

でコミュニケーション能力がついたと思う
・�グループワークを体験する機会が少ないので分担作業

の行いかたを学べることを役立った
・話し合うこと	
・情報を集めること 
・発表のこと
・自分で調べたことの知識
・環境系のニュースの理解度
・トンボ玉とか特に役に立たない
・発表するときの基本的なこと
・�１年前期のプロ研からのことを後期に活かし、２年前

期、後期と役立った
（2014年10月11日）


